
② Web of Scienceの画面からResearch Assistantをクリック

●活用例
過去に科研費を取得した研究テーマから、現在の

・研究のギャップ（課題）

・研究のホットトピック（注目トピック）

を探索する

① KAKENデータベースの
研究課題から、関連する研究について

報告された『研究成果の概要』を
コピー

Web of Science Research Assistant 
～科研費 計画調書作成のための活用例～

2025年7月

エージェントAIによるWeb of Science Research Assistant『文献レビュー』では、

� 現在の研究課題や注目されている研究トピックを見極めることが容易です。

現状の研究成果を見極め、“その先の研究”を探索する際に、ぜひご活用ください。

*4つのメニュー
・$VN�D�UHVHDUFK�quHVWLRQ
・(xSORUH�D�WRSLF
・文献レビューの作成の
・雑誌検索

③ 『研究成果について、最新研究のギャップとホットトピックを教えてください：』等の指示をいれて、
『研究成果の概要』をペースト�������������������������������������日本語で質問を入力�（その他の言語でも可）
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Web of Science Research Assistant
～科研費 計画調書作成のための活用例～

お問合せ先：

クラリベイト・アナリティクス・ジャパン株式会社

Email : marketing.jp@clarivate.com

④ 対話形式で条件を設定、文献の検索条件（キーワードや検索範囲など）の指定も可能

⑤ 研究のギャップとホットスポット、参考文献が示される
表形式にまとめなおしたり、追加で仮説を組み立てることも可能 回答には典拠となる論文と、

Web of Science
フルレコードへのリンクを表示
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